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震磁気地質などのデｰタと共に非常に重要な位置を

占めている.現在ラモント･ドハティ地質研究所で

実施されているプ回ジェクトの中にはインド洋太平

洋および大西洋の重力場の研究が含まれている.特

に南大西洋と南東インド洋の大陸縁辺部太平洋の島

弧群および中央海嶺系については詳細な研究が行たわ

れている.また長波長重力場の研究および人工衛

星の観測デｰタヘの対比研究が行租われている.長波

長重力場は地球の大深部に生じている構造とその過程に

ついての情報をもたらすので重要である.

この研究所の重力クルｰプはまた月でアポロ17号

の宇宙飛行士によって操作された人工衛星用量カ計(T-

raverseGravimeter)による実験を担当した.現在は

人工衛星GEOS-3号のレｰダｰ高度計実験によるデｰ

タ解析のためのプロジェクトを進めている.

6)海洋磁気学

調査船Vema号およびRobertD.Conrad号の年間

16万キロメｰトルを越える航海を通じて地球磁場が常

時測定されておりすでに320万キロメｰトル以上の磁

気断面が作成されている.

中央海嶺とその両隣りの海盆上の海洋磁気異常はプ

レｰト･テクトニックスの解明に重要放鍵を提呈してい

る･近年の研究によると大洋底は中央海嶺を軸とし

てその両側に向かってゆっくりと拡がって行く.

この運動は中央海嶺の軸に沿って地下深所から溶岩

が沸き上がり海洋地殻に付加されることによって引き起

こされる.溶岩は冷えて固まるときその時の地球

磁場の方向に永久磁化される.地球磁場は地質時代を

通じて周期的に反転を繰り返して来たので固まった溶

岩の極性は反転に対応して交代し中央海嶺の軸に平

行な磁気縞模様となってその海嶺の両側に残されてい

る.これまでの測定デｰタから過去1億6,000万年

間の磁場反転の時間尺度がラモント･ドハティ地質研

究所の研究者達により明らかにされている.この時

間尺度は磁気異常帯のパタｰンの大洋間対比を可能に

するとともに地質現象の同時性の同定に著しい効果を

示す･大陸移動やその移動ルｰトもまたこのような

研究に基づいて解明することができる.大陸の地史

に関する研究はプレｰトの動きや相互作用を考慮する

ことによって新た租局面を迎え活発に展開されている.
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